
～1920年代モンパルナスを求めて～

小樽商科大学附属図書館主催 市立小樽図書館後援

ゆめぽーとライブ第21弾

江口履修
小樽商科大学名誉教授
平成28年12月１日(木)18:00-19:30
入場自由（無料） 市民・学生､どなた様もご参加歓迎 …

★江口修先生から
のメッセージ★

於：小樽商科大学附属図書館（小樽市緑3-5-21）

２階閲覧室 教育情報発信･地域連携スペース
※ ご参加は自由ですが､会場の都合上､なるべく事前申込みをお願いします。

お申込み･お問合せ: 小樽商科大学附属図書館 学術情報課 利用者支援係
電話： 0134‐27‐5273  メール： lib‐unyo@office.otaru‐uc.ac.jp

パリが一番輝いていたの
はいつ？ ナポレオン一世

のときでしょうか、それとも
今のパリの景観が出来上
がった第二帝政期？

たぶん世界中から人々を
吸い寄せたのは第一次世
界大戦後「狂乱の時代」と
呼ばれた1920年代ではな
いでしょうか。

アメリカから洪水のように押し寄せた芸術家、金満家、作家、無名
の若者たちを筆頭に、東洋からも次々と人が渡ってきました。
本学伝説のフランス語教授､松尾正路とその兄 邦之助を狂言回
しにこの時代、とくにモンパルナス界隈を一緒に眺めてみましょう。
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